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水落雅利・良子さん親子

“スキーを思い切りやりたい、
“
一
年 生だから健康を第一に、

　　　　　　　灘
　　　　　　　難

“パンと絵本が大好き、

“休まないで元気に通ってね、

　水落祐一・美幸さん親子
“給食のカレーライスと玉ごや
きが楽しみ。

“はじめての一年生、明るい子
供になって。

水落恵子・恵美子さん親・子

蟻うさぎやチューリップの絵を

沢山書きたい、

“学校が好きな子になって、

水落正樹・広子さん親子
“鉄棒とトランポリンを思い切

りやりたい“

“ガキ大将になりそうだな、
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騒懇

　4月に市内の小学校19校に入学する1年生は803人
（男・418、女・385人）。4月4日の入学を心待ちに
しています。

　ここ東下組小学校では、3月3日、5人の新1年生
が1足早く1日入学。校長先生のお話しを聞いたり、
お母さんと一緒に給食を食べたり、新1年生の気分を
味わいました。

　4月からは2年生と一緒に11人で元気な授業が始ま
ります。

緩

　　東下組小・松井正敏校
唖新1年生が揃って学校‘こラ

　　のがこれで4回目。5人～

　　将来を感じさせて期待が｛

　　ますよ。
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58年度一般会計予算案

　市議会第耀回建働会が3月3臼から開かれ昭和

58年慶予算案を審議中です、

　58年度一般会計予算案は前年度比7．8％増の僅10

億2，200万円で「教育、道路及び流雪溝、地場産業の

安定、社会福祉の充実Jを柱に編成されています。

　国民健康保険、下水道、簡易水道、診療所、老

人保険の5つの特別会計の合計は57億3，022万

7，000円、7．8％の増となり．一般会計と特別会計

の総額は167億5，222万7，000円となりました。

　58年度の予算案を毒知らせいたします。
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教
育
・
道
路
及
び
流
雪
溝
・
地
場
産
業
の
安
定

『露琵潅人が

難抵ずる衛税

　55，鵜4円

市民驚人あた鱗繕

使われるお金

　225、24網，

　
　
　
　
社
会
福
祉

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
国
家
予
算
は

世
界
的
な
景
気
停
滞
を
背
景
に
し
た

深
刻
な
財
政
事
情
を
踏
ま
え
て
、
前

年
比
一
・
四
％
増
の
約
五
十
兆
四
千

億
円
と
、
五
十
七
年
度
の
六
・
二
％

を
下
ま
わ
り
、
交
付
税
、
国
債
費
を
除

い
た
実
質
的
な
一
般
歳
出
予
算
は
、

二
十
八
年
振
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
い
う

超
緊
縮
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
予
算
環
境
を

踏
ま
え
て
、
当
市
の
五
十
八
年
度
予
算

案
は
、
総
合
計
画
に
よ
る
当
市
の
未

来
像
「
産
業
田
園
文
化
都
市
」
実
現

の
た
め
に
「
教
育
施
設
の
整
備
充
実
」

　
の「
道
路
及
び
流
雪
溝
の
整
備
促
進
」

の
充
実
を
柱
に

　
「
地
場
産
業
の
安
定
」
　
「
社
会
福
祉

　
の
充
実
」
の
四
本
柱
を
重
点
施
策
に

　
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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算
規
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計
で
は
、

　
五
つ
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計
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合
計
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て
五
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億

　
三
千
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、
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計
し
て
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六
十
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五
千
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と
な
り
、
前
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比

　
十
二
億
千
八
百
万
円
の
増
と
な
り
ま

　
し
た
。
伸
率
は
七
・
八
％
の
増
で
す
。
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入
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、
市
税
が
二
十
七
億

　
一
千
万
円
で
五
・
五
％
の
増
（
一
億

　
四
千
万
円
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地
方
交
付
税
は
二
十

　
八
億
円
で
一
・
八
％
の
減
額
（
五
千

　
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

，
市
税
、
地
方
交
付
税
と
も
に
地
方
財

政
計
画
の
伸
率
を
上
廻
っ
て
お
り
、

財
源
の
確
保
に
は
一
層
の
努
力
が
必

要
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
十
三
億

八
千
万
円
で
十
一
・
九
％
の
減
（
一

億
八
千
万
円
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と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、
老
人
保
健
法
別
建
に
よ
る

特
別
会
計
直
入
分
と
学
校
建
築
関
係

の
負
担
金
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

県
支
出
金
に
つ
い
て
も
一
億
一
千
万

円
の
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
高
等
職
業
訓
練
校
の
建
設
補
助

金
の
六
千
六
百
万
円
が
新
規
計
上
さ

れ
ま
し
た
が
、
老
人
保
健
特
別
会
計

直
入
分
や
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
な
ど
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。
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歳
入
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の
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で
も
、
市
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の
要
請
に
こ
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え
る
た
め
に
継
続

事
業
は
も
と
よ
り
、
総
合
計
画
の
実

施
年
度
に
あ
た
る
新
規
事
業
に
つ
い

　
歳
出
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最

も
効
率
的
に
運
用
す
る
た
め
、
優
先

順
位
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
物
件

費
や
人
件
費
な
ど
の
経
常
経
費
を
極

力
切
り
つ
め
、
投
資
的
事
業
に
振
り

向
け
た
結
果
、
投
資
的
事
業
費
は
三

十
一
億
五
千
万
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
投
資
的
事
業
の
主
な
も
の
は
、

　
総
務
費
で
は
、
市
街
地
の
東
部
地

区
の
集
会
施
設
に
六
千
万
円
、
大
井

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
に

七
千
五
百
万
円
、
下
条
地
区
の
バ
イ
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リ
テ
ィ
事
業
初
年
度
分
と
し
て
、

神
明
公
園
の
造
成
、
東
下
組
運
動
広

て
も
そ
の
内
容
を
精
査
し
て
実
施
す

る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
対
す
る
財
源
不
足
に
充
当
す

る
た
め
、
本
年
度
の
重
点
事
業
で
あ

る
総
合
体
育
館
建
設
の
た
め
に
積
み

立
て
て
い
た
基
金
、
財
政
調
整
基
金
、
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務
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育
施
設
整
備
資
金
な
ど
を
取

り
く
ず
し
財
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と
し
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た
。
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つ
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は
十
五
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六
千
万
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と
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十
・
七
％
増
（
三
億
七
千
万

円
）
と
な
り
ま
し
た
。
市
債
の
増
発

は
や
が
て
公
債
費
の
増
嵩
に
つ
な
が

り
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
た
め
、
長

期
的
視
野
に
立
っ
て
、
で
き
る
限
り

優
良
な
起
債
を
導
入
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
寄
附
金
に
つ
い
て
は

年
次
計
画
で
融
消
雪
施
設
の
地
元
負

担
を
軽
減
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
一
％
引
き
下
げ
、
今
年
度
以
降

の
地
元
負
担
は
二
十
％
に
な
り
ま
す
。

場
の
造
成
に
あ
わ
せ
て
三
千
三
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か

ら
新
規
に
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
の

貸
付
制
度
を
設
け
、
そ
の
源
資
と
し

て
二
千
万
円
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導

入
に
よ
る
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
と
事
務
の
簡
素
化
な
ど
に
四
千
七

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
民
生
費
・
衛
生
費
で
は
、
慈
光
保

育
園
新
設
補
助
金
に
千
五
百
万
円
、

老
人
医
療
費
は
特
別
会
計
の
別
建
で

二
億
三
千
万
円
計
上
し
、
地
域
医
療

の
あ
り
方
を
考
え
る
地
域
医
療
計
画

の
策
定
に
百
万
円
で
着
手
し
ま
す
。
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十
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八
、
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三
二
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円
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土
木
費

教
育
費

15％918％122

58・59年の2ヵ年で建設される総合体育館

　
労
働
費
で
は
、
高
等
職
業
訓
練
校

を
一
億
四
百
万
円
で
建
設
し
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
最
も
重
点

を
お
い
て
い
る
圃
場
整
備
関
係
と
し

て
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
の
補
助
金

に
千
九
百
万
円
、
今
年
度
か
ら
着
手

す
る
下
条
・
中
条
地
区
の
団
体
営
圃

場
整
備
事
業
に
千
百
万
円
、
山
間
地

を
中
心
に
進
め
て
ゆ
く
市
単
土
地
改

良
に
二
千
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
林
業
関
係
で
は
五
十
九
年
度
着
工

予
定
の
新
林
業
構
造
改
善
事
業
の
計

画
費
百
万
円
、
森
林
公
園
造
成
事
業

に
一
千
万
円
、
農
村
総
合
整
備
計
画

策
定
に
千
九
百
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
商
工
費
一
で
は
、
上
越
新
幹
線
の
開

業
と
五
月
の
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
の
オ
ー
プ
ン
す
る
機
会
を
と
ら
え

て
、
当
市
を
き
も
の
産
業
の
拠
点
・

観
光
の
拠
点
と
し
、
着
物
産
業
首
都

造
り
を
目
指
し
た
施
策
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
ず
、
絹
の
都
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
と
十
日
町
商
品
の
グ
レ

予算の主な使いみち
　　　　　　（単位万円）

評費（電算）・……・…………・………………47677

i建設………・………・………一……・・……・6，084

ミュニティセンター建設…一…………・・77496
ティ事業（神明公園・東下組運動広場造成）3，300
1づくり資金貸付金……・・…………・・一‘…2，000
＝事業資金貸付金………一……・…………・40．OOO

1，500

7．277

園新設補助金
会計繰出金…

2，170

2，440

　　　100

10，432

5，573

　　300

2，000

3，230

1，000

・・500

　　500

　　300

1，200

1．000

　　●　　●　o　●
事業……
事業……
計画策定

訓練校建設………一……・・一………
産業費
産業総合振興事業……一………・…
工事費負担金……………・…・………
改良事業…・……………・……………

事業補助金（県営・団体営・市単）
造成…………一・…9・・………………

ンク補助金……………………………
業界懇談会・呉青連全国大会補助金
業首都づくり実施計画委託・・………・

補助金…・・……………・………………
補助金………………・……・…・………

31，180

31，230

2，000

1，500

1，000

12，896

5，380

3，900

6，500

6．410

（22路線）・・…

（33路線）…一

材料（30路線〉

（1ヵ所）…・
10路線）……・・

プ（3ヵ所）・・

棚（2ヵ所）・・

（9ヵ所）・…・

（3路線）・…

員住宅建設・………………・…………一6，107
増改築（2ヵ年〉一………………・……12，625
増改築（2ヵ年）・…一…………・……8，723
増改築……一一……・…・・……………・3，984
建設補助……………………………・・……・500
増改築…一一………・・…・……………・15，867
・屋体増改築…・・……………・…………32，173

建設（2ヵ年）…………………………50，565

張……………一・・…一……………・……13，000
布設………・一……・…・…一………・…50，500
場建設…………一…・…一・…………・・74，900

組合
灰出装置一一…………●………………1，700
オーバーホール・…・……………・………2，815
もれ防止…一…・………・………………37400
組合
購入……………一・…・………一…・・…1，599
設……・…………・・…………・……・…・…2．346
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地
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産
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装
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梁
（
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修
業
費
区
校
校
校
稚
校
校
育
会
水
管
処
施
却
却
ガ
事
防
槽

務
改
会
田
タ
住
公
生
保
保
生
検
予
医
働
職
林
林
農
土
整
公
工
の
和
の
つ
協
木
改
舗
用
設
　
溝
パ
防
改
事
育
地
小
小
小
幼
中
中
体
別
簡
道
道
生
焼
焼
槽
域
消
水

総
務
部
井
イ
雪
発
民
光
人
衛
種
種
域
労
等
農
農
域
単
場
林
商
も
国
も
ま
光
土
路
路
装
道
　
雪
雪
崩
川
路
教
条
場
条
田
宕
条
田
合
特
原
水
水
衛
一
二
火
広
学
火

●
事
東
大
バ
克
開
●
慈
老
●
各
各
地
●
高
●
県
広
市
圃
森
●
き
全
き
雪
観
●
道
道
舗
歩
橋
流
消
雪
河
街
●
中
馬
下
真
愛
中
吉
総
●
北
下
下
●
第
第
消
●
化
防

i
ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め
、
呉
青

連
全
国
大
会
、
全
国
和
装
業
界
懇
談

会
の
招
へ
い
に
五
百
万
円
、
き
も
の

バ
ン
ク
設
置
に
五
百
万
円
、
き
も
の

産
業
首
都
造
り
計
画
策
定
に
三
百
万

円
、
観
光
協
会
と
雪
ま
つ
り
の
補
助

金
に
二
千
二
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
土
木
費
は
総
額
二
十
億
七
千
万
円

六
・
八
％
の
伸
率
と
な
り
ま
し
た
。

市
道
の
整
備
は
生
活
に
直
結
す
る
た

め
市
民
要
望
が
最
も
多
く
、
こ
の
実

現
の
た
め
に
で
き
る
限
り
の
配
慮
を

し
ま
し
た
。
道
路
改
良
・
舗
装
関
係

で
は
約
六
億
七
千
万
円
を
計
上
し
、

改
良
二
十
二
路
線
、
舗
装
三
十
三
路

線
を
整
備
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
街
路
事
業
に
六
千
九
百

万
円
、
国
県
道
に
対
す
る
負
担
金
に

四
千
万
円
支
出
し
ま
す
。
そ
の
他
、

都
市
公
園
事
業
に
三
千
万
円
、
河
川

．
改
修
九
河
川
、
橋
梁
架
替
一
ヵ
所
で

八
千
二
百
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
雪
害
対
策
関
係
で
は
、
市
街
地
の

流
雪
溝
整
備
に
十
ヵ
所
一
億
三
千
万

円
、
消
雪
パ
イ
プ
の
布
設
を
三
ヵ
所
、

雪
崩
防
止
棚
等
の
防
雪
事
業
二
路
線
、

シ
ョ
ベ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
な
ど
で

　
　
　
／
特
／
／
別
／

　
五
つ
の
特
別
会
計
を
合
計
す
る
と

五
十
七
億
三
千
万
円
と
な
り
、
前
年

比
四
億
二
千
万
、
七
・
八
％
の
増
に

な
り
ま
す
。
国
保
会
計
で
は
約
二
十

億
一
千
万
円
で
一
・
一
％
の
増
と
な

り
、
そ
の
う
ち
保
険
料
の
総
額
は
八

億
一
千
万
円
で
一
世
帯
当
り
十
二
万

三
千
円
と
な
り
ま
す
。
下
水
道
会
計

で
は
処
理
場
建
設
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ

一
億
一
千
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
費
は
三
十
四
億
二
千
四
百
万

円
を
占
め
、
伸
率
十
二
・
八
％
、
全

予
算
に
対
す
る
構
成
比
二
十
二
・
一

％
と
も
断
然
ト
ッ
プ
の
予
算
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
学
校
建
築
で
は
継
続
事
業
の
中
条

中
と
吉
田
中
校
舎
が
完
成
し
、
新
規

に
真
田
小
、
下
条
小
、
馬
場
小
の
校

舎
増
改
築
と
吉
田
中
体
育
館
を
建
設

し
ま
す
。
六
施
設
の
建
設
事
業
費
の

総
額
は
七
億
四
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
教
員
住
宅
の
解

消
の
た
め
、
中
条
地
区
に
十
世
帯
収

容
出
来
る
集
合
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

　
保
健
体
育
費
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
愛

好
者
待
望
の
総
合
体
育
館
を
ニ
カ
年

計
画
で
、
国
の
補
助
・
起
債
を
受
け
る

中
で
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
総
合
体
育
館
に
は
屋
内
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
包
含
し
て
お
り
、
雪
国
の
た

め
の
克
雪
体
育
館
を
め
ざ
し
、
今
年

度
の
事
業
費
は
五
億
五
百
万
円
で
す
。

　
公
債
費
は
九
億
六
千
万
円
で
十
七
・

五
％
の
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。
公

債
費
の
増
大
は
財
政
の
硬
直
化
を
招

く
た
め
長
期
的
配
慮
が
必
要
で
す
。

会
／
計
／

た
た
め
三
十
五
・
五
％
減
の
十
九
億

二
千
万
円
で
す
。
簡
易
水
道
会
計
で

は
、
七
・
九
％
増
の
三
億
四
千
万
円

と
し
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減
に
つ

と
め
た
結
果
料
金
の
改
訂
は
見
送
ら

れ
ま
し
た
。
老
人
保
険
特
別
会
計
十

四
億
三
千
万
円
で
一
人
当
り
三
十
四

万
六
千
円
に
な
り
ま
す
。
診
療
所
は

昨
年
並
の
二
．
千
三
百
万
円
で
す
。



＠）
とお』6夢3昭和58年3月10目

井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

戸
を
掘
る
場
合
の
“
許
可
”
と
“
不
許
薗
騰

副
　
昨
年
の
十
日
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
十
日
町
市
地
下
水
利
副

榊
用
適
正
化
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
井
戸
の
設
置
に
つ
｝

畑
い
て
は
、
許
可
規
制
と
届
出
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
噺

叫
許
可
規
制
地
域
（
第
一
種
地
域
…
田
川
か
ら
川
治
川
の
間
）
で
叫

叫
の
許
可
申
請
に
関
し
て
、
基
本
原
則
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
副

副
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｝
　
今
後
こ
の
地
域
に
井
戸
を
設
置
す
る
場
合
は
、
基
本
原
則
を
｝

恥
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
有
限
な
資
源
ー
地
下
水
を
地
域
全
恥

蜘
体
で
保
全
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
ご
理
解
と
ご
叫

叫
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

新
設
は
『
不
許
可
』

　
深
．
度
二
十
灯
以
上
の
井
戸
が
、
現

在
市
内
に
は
約
四
百
七
十
本
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
井
戸
か
ら
扱
み
あ

げ
る
地
下
水
の
量
は
、
一
日
約
十
一

万
二
千
ト
ン
で
す
。
昭
和
五
十
五
年

の
東
京
通
産
局
が
行
っ
た
調
査
結
果

で
は
、
冬
季
間
に
お
い
て
は
、
一
日

に
三
万
二
千
百
ト
ン
の
過
剰
扱
み
上

げ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
現
在

の
地
下
水
位
を
こ
れ
以
上
に
下
が
ら

せ
な
い
た
め
、
地
下
水
の
保
全
を
図

る
た
め
、
十
日
町
市
で
は
、
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
の
設
立
や
昨
年
十

月
一
日
施
行
の
「
十
日
町
市
地
下
水

利
用
適
正
化
に
関
す
る
条
例
」
制
定

な
ど
地
下
水
対
策
を
講
じ
て
来
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
条
例
施
行
に
伴
い
、
第
一
種

地
域
（
田
川
～
川
治
川
の
間
）
に
井

戸
を
新
設
す
る
場
合
は
許
可
申
請
が

必
要
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の

許
可
・
不
許
可
の
判
断
基
準
と
し
て

「
第
一
種
地
域
に
は
井
戸
の
新
設
を

許
可
し
な
い
凶
と
い
う
原
則
で
、
今

後
の
申
請
に
つ
い
て
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
全
て
に
つ

い
て
不
許
可
に
す
る
の
で
は
な
く
、

次
の
場
合
の
み
”
許
可
す
る
”
こ
と

に
つ
い
て
検
討
を
し
ま
す
。

許
可
を
検
鐡
、
講
る
特
例

，
①
地
下
水
を
利
用
す
る
目
的
が
、
市

　
（
民
）
全
体
の
利
益
に
な
る
も
の
と

判
断
し
た
場
合
。

②
地
下
水
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め

の
施
設
整
備
を
講
じ
る
場
合
…
…
具

体
的
に
は
、
無
散
水
方
式
、
循
環
方

式
、
加
温
方
式
、
地
下
水
の
環
元
方

式
な
ど
を
講
ず
る
場
合
で
す
。

　
以
上
二
点
に
つ
い
て
の
内
容
で
申

請
が
あ
っ
た
場
合
の
み
”
許
可
”
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
な
お

こ
の
検
討
は
、
行
政
は
勿
論
、
地
下

水
対
策
専
門
委
員
会
に
よ
り
、
専
門

的
、
技
術
的
な
検
討
を
行
い
、
地
下

水
温
、
水
質
の
問
題
な
ど
二
次
的
な

地
下
水
障
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

十
分
な
検
討
を
も
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
の
公
共
の
井
戸
に
関
す

る
取
扱
い
に
つ
い
て
も
、
市
全
体
の

計
画
を
も
つ
な
か
で
、
民
間
の
井
戸

規
制
と
平
衡
し
た
自
主
的
規
制
の
基

本
方
向
を
定
め
て
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
消
雪
パ
イ
プ
用
井
戸
に
つ
い
て

は
、
緊
急
時
確
保
路
線
を
除
い
て
、

第
一
種
地
域
に
は
新
設
は
し
な
い
こ

と
、
道
路
を
除
く
公
共
施
設
の
井
戸

新
設
の
場
合
は
有
効
利
用
の
た
め
の

施
設
整
備
を
講
ず
る
こ
と
な
ど
で
す
。

“
掘
り
直
し
”
“
掘
り
下
げ
”
は
ー
『
許
可
』

　
第
一
種
地
域
（
許
可
申
請
地
域
）

に
お
け
る
井
戸
の
”
掘
り
直
し
”
、

”
掘
り
下
げ
”
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
許
可
を
す
る
方
針
で
す
。
こ

れ
は
、
今
ま
で
に
使
用
し
て
い
た
水

量
を
既
得
権
と
し
て
認
め
る
も
の
で

条
例
の
施
行
前
の
井
戸
（
着
行
中
の

規
定
に
該
当
す
る
井
戸
も
含
む
）
で

使
用
し
て
い
た
水
量
を
い
い
、
そ
れ

以
上
の
揚
水
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
こ
の
規
定
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
「
掘
り
直
し
の
井
戸
」

と
は
、
同
じ
敷
地
内
で
、
い
ま
ま
で

あ
っ
た
井
戸
を
廃
止
し
、
新
し
く
井

戸
を
掘
る
も
の
を
い
い
「
掘
り
下
げ

の
井
戸
」
と
は
、
ケ
ー
シ
ン
グ
を
現

有
の
も
の
以
上
に
せ
ず
、
深
度
を
下

げ
る
も
の
（
ポ
ン
プ
位
置
下
げ
る
も

の
含
）
を
い
い
ま
す
。

　
有
限
な
る
資
源
　
　
地
下
水
の
保

全
は
、
一
人
一
人
の
利
害
を
超
え
て

地
域
全
体
で
行
わ
な
け
れ
ば
出
来
な

い
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
共
通
の
財

産
を
守
る
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
が
四
月
か
ら
五
、
八
三
〇
円
に

　
国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
〃

こ
の
四
月
か
ら
定
額
保
険
料
が
、
い

ま
ま
で
の
一
ヵ
月
五
千
二
百
二
十
円

か
ら
五
千
八
百
三
十
円
に
改
め
ら
れ

ま
す
。

　
「
ま
た
上
が
る
の
か
…
…
」
と
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
将
来

の
年
金
額
の
充
実
や
受
給
者
数
の
増

加
に
よ
る
給
付
費
の
増
大
な
ど
を
考

慮
し
た
う
え
で
必
要
な
措
置
な
の
で

す
。
わ
が
国
は
年
を
追
う
ご
と
に
老

人
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
η
ま
す
9

加
入
者
に
比
べ
て
受
給
者
が
増
え
、

給
付
と
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
制
度

上
不
可
欠
な
要
件
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
国
で
は
昭
和
五
十
五
年
に
行
わ
れ

た
財
政
再
計
算
に
よ
り
、
昭
和
五
十

六
年
度
の
保
険
料
を
四
千
五
百
円
と

し
、
以
後
毎
年
、
急
激
な
負
担
を
避

け
た
段
階
的
な
引
き
上
げ
に
よ
り
円

滑
な
年
金
財
政
を
図
ろ
う
ど
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
受
給
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
将
来
の
受
給
者
で
あ
る

私
た
ち
や
後
世
の
人
た
ち
が
十
分
な

給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
財
政
基
，

盤
の
確
立
の
た
め
に
も
、
保
険
料
額

の
引
き
上
げ
に
対
し
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ー
追
納
で
〃
”
よ
り
高
い
年
金
を

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
必
ず
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
納
付
の
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
れ
ば
、
万
一
の
と
き

に
支
給
さ
れ
る
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い

る
人
も
免
除
を
受
け
た
人
も
、
年
金

額
に
は
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
六
五
歳
か
ら
受
け
る

老
令
年
金
（
繰
上
げ
請
求
は
六
〇
歳

か
ら
）
は
、
免
除
さ
れ
た
期
間
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
そ
の
期
間

の
年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た
場
合

の
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
民
年
金
で
は
こ
の
不

利
な
免
除
期
間
に
つ
い
て
の
救
済
措

置
と
し
て
「
追
納
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
追
納
と
は
、
そ
の
後
生
活
に
余
裕

が
で
き
た
と
き
に
、
十
年
以
内
の
も

の
に
つ
い
て
、
そ
の
当
時
の
保
険
料

で
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　
老
後
は
満
額
の
年
金
を
受
け
て
、

不
安
の
な
い
生
活
を
送
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
「
追
納
」
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
よ
う
。

　
追
納
の
方
法
な
ど
、
く
わ
し
い
こ

と
は
、
市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
奮
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
一
八
・

二
一
九
番
）
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』

　
農
作
業
の
機
械
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
農
作
業
中
の
事
故
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
、
機
械
の
大
型
化
に
伴
っ
て
危
険
の
度
合
い
も
増
し
て
い
ま

す
。
市
農
業
委
員
会
の
調
査
で
は
、
農
作
業
中
の
事
故
は
毎
年
二
十
件
以

上
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
万
が
一
、
農
作
業
中
に
生
じ
た

災
害
を
補
償
す
る
た
め
、
労
働
保
険
の
特
別
加
入
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
加
入
者
は
百
九
十
一
人
で
す
が
、
保
険
期
間
が
三
月
三
十
一
日
で

終
了
し
ま
す
の
で
引
き
続
き
加
入
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
未
加
入
の
か
た

も
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
加
入
申
込
み
用
紙
は
、
農
事
連
絡
員
さ
ん
が
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
特
別
加
入
」
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

労
災
保
険
礁

　
　
　
特
別
瀬
鐵

　
工
場
な
ど
で
働
く
人
達
が
仕
事
中

に
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
（
労
災
法
）
に

よ
っ
て
事
故
の
程
度
に
応
じ
、
い
ろ

い
ろ
な
補
償
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
適
用

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
昭
和
四
十
年

に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
労
災
保
険
に

加
入
資
格

　
加
入
資
格
は
、
耕
う
ん
機
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、

動
力
草
刈
機
な
ど
の
指
定
さ
れ
た
農

業
機
械
を
使
用
し
て
農
作
業
に
従
事

す
る
人
は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
　
（
農
業
機
械
の
詳
細
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
参
照
）

　
た
だ
し
、
栽
培
組
合
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
別
途
（
一
般
）

加
入
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
補
償
内
容

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。

補
償
．
範
．
圏

　
指
定
さ
れ
た
農
業
機
械
を
使
い
、

土
地
の
耕
作
、
開
墾
、
植
物
の
栽
培

も
し
く
は
採
取
作
業
、
圃
場
や
圃
場

の
作
業
場
に
お
い
て
行
う
作
業
に
限

定
し
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
保
険
の
期
閣

　
保
険
の
年
度
は
、
四
月
一
日
か
ら

翌
年
の
三
月
三
十
一
目
ま
で
の
一
年

契
約
で
す
。
年
度
の
途
中
加
入
も
で

き
ま
す
が
、
保
険
料
は
一
年
分
支
払

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
加
入
霧
続

　
市
農
業
委
員
会
と
市
農
協
が
加
入

手
続
き
の
窓
口
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
｛
掛
金
麹

　
国
が
定
め
て
い
る
給
付
基
礎
日
額

の
範
囲
（
二
千
五
百
円
～
一
万
六
千

円
）
で
加
入
者
が
選
ん
で
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【例】

給付基礎目額　給付基礎年額　保険料（年間）

　3，000円　　　1，095，000円　　　　6，570円

　5，000円　　　1，825，000円　　　10，950円

15，330円2，555，000円7，000円

　
※
　
給
付
基
礎
目
額
と
は
、
災
害

が
あ
っ
た
時
、
受
け
る
給
付
額
の
基

本
に
な
り
ま
す
。
一
般
の
労
働
者
は

給
料
の
額
で
決
ま
り
ま
す
が
、
農
業

、
一

者
の
場
合
は
決
め
ら
れ
た
賃
金
が
あ

　
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
制
度
で
は
加

　
入
者
か
ら
自
由
に
日
額
を
選
択
し
て

　
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
農
業

委
員
会
（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
線

　
二
六
一
）
か
市
農
協
企
画
管
理
課
（
盈

　
七
－
一
五
七
一
番
内
線
一
七
）
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

容内償補

　　　　内　　　　　　　容

病院などでかかった医療費、添い看護料、マ
ッサージ料　通院費など必要と認めた治療費
用とし、保険料によっての差はない

療養のため仕事を休んだ4日目から支給され
る。1目当たり支給額　　　　　　　　　　、

騰鰻麟綴替鋤％｝鼓

治療を始めて1年半たっても治らず、仕事が
できない人は休業補償のかわりに年金が支給
される。障害の程度により給付基礎日額は1
級は313日分、2級は277日分、3級は245日分

類種

療養補償給付

休業補償給付

傷病補償年金

（長期の休業）

1級114万円、2級107万円、3級100万円
傷病特別支給金
　（一時金）

1す

カヌ

病
　
気

障害の重い1級から7級まで支

給される。1級は給付基礎日額

の313日分、7級は131目分

金年

障害の8級から14級まで支給さ

れる。8級は給付基礎日額の、

503日分、14級は56日分

一　時　金

一時金で加算される。

1級は342万円、14級は8万円
特別支給金

障害補償給付

後
　
　
遺
　
　
症

扶養されていた遺族に対して遺
族の数に応じて支給される。

1人の場合は、給付基礎年額の

153日分、5人以上の場合245日分

金年

扶養されていなかった遺族のみ

の場合は給付基礎目額の1，000

日分
一時金

一時金で300万円特別支給金

①定額で18万5千円と給付基礎
　日額の30日分
②給付基礎日額の60日分
　のいずれか高い額

葬祭料

遺族補償給付

（遺族の保護）

死

亡

　　　　　　ノソ

1
3

謬キヤソh灘期醸欝故蹴
◎雲溝簗どともに，義も禦灘潜動的縫な燈．交通

事故がおきやす騒季節矯攣。［

◎運転者も歩行者も1気持ちをぴきしめ叢しょう。

◎例年子傑のどぴ薦鰭事蘇が多く驚生欝て騎ます黛

●家族繋地域ぐるみで、，蕃傑た鶏を交通事故から

守燭てやり諜しょう。

窪網禦の交通事敬発蕪状濁鰐萎麟欝

発生件数 死者数 傷者数

十日町市 9（5） 0（0） 16（5）

川　西　町 3（0〉
0（oP） 3（0）

津　南　町 0（1） 0（0’） 0（1）

中　里　村 0（0） O（0） O（0）

郡　市　計 12（6） 0（0） 19（6）

1～2月累計 18（12） 0（0） 27（13）
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き下げ最高で21％の弓

軸
吉
町
市
内
に
は
常
設
認
可
保
育
所
（
へ
き
地
、
季
節
、
無
認
三

弱
保
育
所
を
除
く
）
が
現
在
十
四
（
公
立
八
、
私
立
六
）
設
置
さ
れ
て
弱

御
お
り
、
四
月
か
ら
は
中
条
保
育
園
（
私
立
）
が
加
わ
っ
て
十
五
に
な
弱

榊
り
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

榊
　
保
育
所
で
は
、
園
児
を
年
齢
に
よ
っ
て
三
歳
未
満
、
三
歳
、
四
歳
、
榊

榊
五
歳
児
に
区
分
し
て
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
出
生
率
が
低
弱

韓
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
が
減
少
し
弱

榊
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

御
　
入
所
園
児
の
減
は
特
に
三
歳
未
満
児
で
著
し
く
、
昭
和
五
十
七
年
の

榊
度
は
百
八
十
二
人
だ
っ
た
未
満
児
が
、
昭
和
五
十
八
年
度
は
百
四
十
弱

御
二
人
と
四
十
人
も
減
る
見
込
み
で
あ
り
、
こ
の
原
因
と
し
て
、
保
育
の

榊
料
が
未
満
児
で
は
特
に
高
額
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
榊

髄
　
こ
の
た
め
市
で
は
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
未
弱

榊
満
児
が
入
所
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
四
月
か
ら
三
歳
未
満
児
の
保
育
の

榊
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
十
日
町
市
の
保
育
料
は
、
左
表
の

よ
う
に
世
帯
の
市
民
税
・
所
得
税
額

に
よ
っ
て
A
階
層
～
D
階
層
ま
で
あ

り
、
三
歳
未
満
児
、
三
歳
児
、
四
歳

以
上
児
の
区
分
ご
と
に
保
育
料
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
歳
未
満
児
の

保
育
料
は
、
保
育
に
手
間
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
三
歳
児
、
四
歳
以
上
児

よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
所
得
税
の
免
税
点
の

引
き
あ
げ
が
見
送
ら
れ
て
お
り
、
所

得
税
額
そ
の
も
の
は
ア
ッ
プ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
育
料
の
階
層
区
分

も
そ
の
分
高
い
階
層
へ
と
押
し
あ
げ

3歳未満児保育料の軽減比較表（月額）

ら
れ
、
保
護
者
の
負
担
が
相
当
な
も

の
に
な
っ
て
き
た
訳
で
す
。

　
特
に
未
満
児
で
は
、
五
十
七
年
度

の
平
均
保
育
料
は
月
額
二
万
四
百
五

十
円
に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
ゆ
く
と
未
満
児
保
育
は
な
か
な
か

受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
例
外
的

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
つ
ぎ
の
点
に

つ
い
て
軽
減
し
、
四
月
か
ら
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
軽
減
癒
内
饗

■
三
歳
未
満
児
保
育
料
の
軽
減

　
三
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
左
表
の

よ
う
に
改
定
（
軽
減
）
し
ま
す
。

　
こ
の
軽
減
の
特
色
は
、
最
高
額
が

こ
れ
ま
で
五
万
二
千
三
百
八
十
円
で

あ
っ
た
も
の
を
四
万
五
千
円
程
度
に

引
き
下
げ
な
が
ら
、
各
階
層
間
の
伸

ぴ
率
を
み
て
、
D
1
4
か
ら
D
1
8

ま
で
の
階
層
間
の
伸
び
率
を
低
く
お

さ
え
、
D
－
1
0
か
ら
D
1
1
2
ま
で
の

伸
ぴ
率
を
高
く
設
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
保
育
料
の
全
体
的
な
軽
減
、

不
公
平
感
の
是
正
を
め
ざ
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
高

は
率
で
二
十
一
％
、
額
で
九
千
八
百

三
十
円
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

■
半
額
制
度
の
見
直
し

　
保
育
所
に
同
一
世
帯
か
ら
二
人
以

上
の
児
童
が
入
所
し
た
場
合
、
一
人

に
つ
い
て
は
保
育
料
全
額
を
徴
収
し
、

他
の
児
童
の
保
育
料
は
半
額
に
す
る

”
半
額
制
度
”
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
左
表
の
C
1
1
か

ら
D
－
4
階
層
ま
で
は
、
一
番
低
い

保
育
料
の
児
童
を
除
い
た
他
の
児
童

の
保
育
料
が
半
額
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
D
1
5
か
ら
D
1
9
階
層
で

は
、
一
番
高
い
保
育
料
の
児
童
以
外

が
半
額
の
保
育
料
を
納
め
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
半
額
制
度
が
な
か
っ
た
D
－

m
か
ら
D
1
1
1
階
層
ま
で
半
額
制
度

を
と
り
入
れ
た
な
か
で
、
D
1
5
か

ら
D
－
n
階
層
に
つ
い
て
も
、
一
番

低
い
保
育
料
の
児
童
を
除
い
た
他
の

児
童
の
保
育
料
を
半
額
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同

一
世
帯
か
ら
二
人
以
上
の
児
童
が
入

所
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
未
満
児
一
人
と
三
歳
児
一

人
の
兄
弟
の
ケ
ー
ス
、
未
満
児
一
人

と
四
歳
以
上
児
一
人
の
ケ
ー
ス
の
軽

減
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

ケース軽減
階

世帯の階層区分
現　行 改定後

未満・3歳 未満・4歳
層 保育料 0内軽減額 軽減額 以上軽減額

円 円 円 円

A　B階層 1
前年度分の市民税

均等割のみの世帯
6，850

6，850
（一） 一 一

C

を除き前

年分の所 2
前年度分の市民税
所得割額5，000円 7，500

7，450

一 一
得税非課 未　　　　　　満

（50）

税世帯 8，190

3 〃　5，000円以上 8，550
（360） 一 一

前年分の所得税額 9，350

1 9，350
一 一3，000円未満 （一）

2
〃3，000円以上

11，000
11，000

一 一15，000円未満 （一）

〃15，000円以上 13，150

3 13，150
一 一30，00Q円未満 （一〉

〃30，000円以上 16，430

4 60，006円未満
17，800

（1，370） 一 ｝

〃60，000円以上 22，220

5 23，500 1，715 1，710
90，000円未満 （1，280）

A　B階層
〃90，000円以上 27，410

を除き前 6 120，000円未満
29，550

（2，140）
2，955 1，275

D 年分の所

得税課税 7
〃120，000円以上

36，950
30，150

8，985 7，305

世　　帯
150，000円未満 （6，800〉

〃150，000円以上 33，010

8 41，700 12，305 10，625

180，000円未満 （8，690）

〃180，000円以上 36，140

9 45，650 14，690 13，010
210，000円未満 （9，510）

〃210，000円以上 39，570
10
240，000円未満

49，400
（◎，830）

29，615 26，265

〃240，000円以上 43，320
11 51，700 30，040 26，690
270，000円未満 （8，380）

12 〃270，000円以上 52，380
47，430

（4，950）

※階層区分でA階層は生活保護法による被保護世帯、B階層
　はA階層を除き前年度分の市民税非課税世帯です。
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四
月
億
統
．
卿
地
方
選
挙
の
月
で
す

県
議
罷
醒
乱
麗
．
驕
藻

　
四
月
は
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す
。

投
票
は
、
県
議
選
が
四
月
十
日
、
市

長
、
市
議
選
が
四
月
二
十
四
日
に
行

わ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
選
挙
も
私
た

ち
の
生
活
に
直
接
つ
な
が
る
大
切
な

選
挙
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
任
せ
る
人
を

選
ぷ
に
あ
た
っ
て
、
地
方
自
治
の
意

義
を
十
分
考
え
、
違
反
の
な
い
正
し

い
選
挙
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

郵
便
投
票
証
明
書
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
も
、

選
挙
権
が
行
使
で
き
る
よ
う
に
「
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
自

宅
で
投
票
用
紙
に
書
い
て
郵
便
で
選

挙
管
理
委
員
会
へ
送
る
方
法
）
が
で

き
る
人
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

か
つ
、
下
表
に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
こ
れ
に
は
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

　
申
請
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
用

意
し
て
あ
る
申
請
書
に
本
人
が
署
名

し
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦

傷
病
者
手
帳
を
添
え
て
選
挙
管
理
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
証
明
書
は
有
効
期
間

が
四
年
で
す
の
で
、
す
で
に
そ
の
証

明
書
を
お
持
ち
の
か
た
も
、
期
間
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
四
月

二
十
四
日
執
行
予
定
の
市
長
並
び
に

四
月
十
四
日
告
示

四
月
二
十
四
日
投
票

障害の範囲 障　害　の　程　度

●身体障害者手帳を

お持ちの人で…・

●知事が証明した人

麟雛＞鍛しくはである者，

1灘＞澱もしくは鷹交

障害の程度が上記に該当する人

●戦傷病者手帳をお

　持ちの人で一

●知事が証明した人

欝雛＞禦燵から薯言灘
礫縫＞纂灘から馨美れてい
呼吸器障害

障害の程度が上記に該当する人

戸轡撫糠
　　　　　灘磐騨
戸籍手薮融令勲臨畢に誰豊、馨消

1日から声籍め謄本およぴ抄本の
手数料が下表のとおりになります。

　　　　　　　　　　（〉内は現行

戸
籍
の
謄
本
及
び
抄
本

一
通
に
つ
き

三
百
円

（
二
百
円
）

除
籍
簿
（
結
婚
や
死
亡
で

一
戸
籍
の
人
が
全
部
抹

消
に
な
っ
た
戸
籍
）
か

ら
の
謄
本
お
よ
び
抄
本

一
通
に
つ
き

五
百
円

（
三
百
円
）

戸
籍
記
載
事
項
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一
件
に
つ
き

二
百
円

（
百
円
）

除
籍
簿
の
記
載
事
項
証
明

一
件
に
つ
き

三
百
円

（
二
百
円
）

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
に
対
す
る
、
届
出
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
つ
ぎ
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
予
定
者
は
、
筆
記
用
具
を

持
参
の
う
え
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
候
補
予
定
者
本
人
が
出
席

で
き
な
い
と
き
は
、
必
ず
代
理
人
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
　
三
月
十
八
日
囲

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

■
会
場
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
集
団
指
導
室

翼齢
華＜

畢
、
へ
o

ρ0

．6・誌婚祝し、です

NO！
o∠■』o

NO！

の

産
出
お

」

　
O　
　
　
O

◎コ
＝
（ 　
　
』

。
。
。
　
◎
・

この集会の飲食代

おねがいします

おくらない・もらわない・もとめない

1つ．ぱり「b幽

＝言いましょう

NO！“
）

監
省
象

　
　
　
　
Q

NO！お子さま

入学おめでとう

唱

曾

強繭

、。きっぱり

，，と言いま

こういうことは
法律で禁止され
ています。
　公職選挙法によって、候補者

等は、いついかなる場合でも、

選挙区内の人に寄附することは

できませんg

　明るい選挙でゆたかな郷土を

築きましょう。

蔀

お葬式の香典か

　花輪を…

NO！

NO！

　
　
ワ
し

気
1
　
、
、

努。趨

みな：さん　」

　これ
差し入れです

し、い旅行を

一
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初楯蕉盛漿習会
　　　　　　3／14（月）午鱗半

スキーに親しみながら“基本技術の習得、“体力づくり、

寧健康で明るい仲間づくり。を〃

■会　　　場　歩くスキー…市民スキー場周辺

　　　　　　　アルペンスキー…市民スキー場

■講　　　師市体育指導委員・市体育課職員

■申込み・集合　当日会場（市民スキー場スキーハウス）で受付

■参　加　料無料（アルペンスキー…リフト代500円必要）

OO②（∋◎誰ロ②㊥ロ0ロ
　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　ロ　　　のいつでも、どこでもちょっと1分間すぽ一一つしてみませんか

さかだちの効用

、糊鉱Nは￥他の運動では見られな

い筋肉や運動群の緊張と、上肢によ

るバランス保持の神経系統の調整作

用といった異色な運動であり、特別

な運動価値のあるもの。腹部の内臓

によい影響を与え、全新陳代謝を活

発にし、血渡分布の調節作用もあり

ます。また現代人の胸部や上肢の衰

えを防ぐのに最もよい運動でもあり

ますQ
小さい頃やったことを思い出して

ぜひやってみてはいかがですか。

」

　　　　　市民体育館（盈7－5208番）

ぐ
葉
庵
’
〃

ヵ
友
虜
《

砦
感
・

こころの老化をチェック

診・

ヲ

麟
！
’

　老化はからだの面でなく、ここ

ろの老化もみられます。これは年

齢に関係なく起こるものです。こ

ころの老化の特徴は、次のように

表われます。チェックすることも

老化防止のひとつの万法です。

がんこ一保蜜的である

自己中麹富自分の感情におぽれる

意欲が薄れる一好奇慰がない
ぐちっぽい瓢昔のεとを話したがる

協調牲が乏しい躍一入でいたくなる

疑い深い箪腹を立てやすい、

よくイライラする一神経質になる

高齢者体育教室

■種　　目　男子…シングルス・ダブルス女子…シングルス・ダブルス

■参加資格バドミントン愛好者なら誰でも参加可能

■参　加　料　シングルス500円（高校生は300円）

　　　　　　ダブルス1組600円（高校生は400円）

彰
切
先
切

　
締
わ

　
み
込
合

　
込
　
、

表
申
申
臥

■
　
■
　
■
（

1～3位まで賞状を授与

3月15日（殉午後5時、市民体育館に必着

市民体育館内十日町市バドミントン協会、又は市役所農林

課庭野哲夫まで。申込み用紙に記入し参加料を添えて申込

みを

霧影藩甥み合わ　
　　　　　　　　　　　　　　　　3／6～4／29

■期日と会場

％（日）…（終了）…開会式

％（日）………十日町高校

％（日）………中条中学校

％（日）………市民体育館

グループ紹介

～すこやかに老いる為に～

“老人にもスポーツ活動の機会と場を。という要望に

答え、昨年5月から新たに名称を「高齢者体育教室」

として開設し、現在までに35回ほど実施されています。

　当初の頃は、P　R不足のためか参加者の少ない教室

だったのですが、回を重ねる毎に参加者も増え、最近

では、毎回30～40

名の人達がいい汗

を流しています。

（現在67名）

毎週水曜日

午後1時半～3時半

市民体育館で行わ

れています。

　60歳以上の市民

なら誰でも参加で

きる楽しい教室で
す。

％（日）………十日町中学校

％（日）………東小学校

％（初…〈最終日＞川治小学校

　　　決勝リーグを行います。

■組み合わせ

　〈男子の部〉

　Aリーグ・南陵クラブ

　　　　・パーソナルバスケットクラブ

　　　　　・川治体協

　　　　　・ルーズ

　　　　　・十日町実業高校

　Bリーグ・市役所A

　　　　　・中条バスケット同好会

　　　　　・十日町コスモス．

　　　　　・津南町体協

　　　　　・マルス

参加チーム…（男）16チーム・（女）3チーム

Cリーグ・吉田バスケットボールクラブ

　　　　・N　RU（国労）

　　　　・下町クラブ

　　　　・オリーブ

　　　　・KBCもどき

　　　　・市役所B
〈女子の部〉

　　　　・十日町高校

　　　　・津南町体協

　　　　・十日町クラブ

※試合の組み合わせ、日程の詳細、成績表については、市民体育館

　正面玄関の行事予定黒板の隣に掲示します。

　　なお試合時間は、全会場第1試合開始は午前9時、第7試合の

　終了時間は午後4時の予定です。

“市民の皆様の多数の応援・観戦をよろしくお願いします。、

　　　　　　　　　　～十日町市バスケットボール協会～

第38回冬季国体地元出場者の成績結果

2／22～2／25群馬県草津温泉町
■クロスカントリー

　・成年1部女子（5km）

　・少年女子（5km）……

　・女子リレー……………

■アルペン

　・大回転少年女子………

…5位高橋美智子さん（吉田中教員）

…6位石田弘美さん（十日町高校）

…7位新潟（和田・高橋・石田・関谷）

…5位諸里真紀子（湯沢高校）
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昭和58年度講座生募集

講　座　名 曜　　日 募集人員 教　材　費

花道講座A 第1・第3木曜日 30名 年額20，400円（5，100円×4回〉

〃　　B 第2・第4木曜日 30名 〃

料理講座A 第1・第3水曜日 20名 年額9，600円（2，400円×4回）

〃　　B 第2・第4水曜日 20名 〃

茶道講座 毎週月曜日 15名 年額9，000円（3，000円×3回）

きもの着付講座 毎週金曜日 20名
’9ケ月
（4～12月）6・OOO円（3・OOO円×2回）

　　　　　　●時間は、各講座とも午後6時30分～9時
　　　　　　●教材費は、原則として年額一括前納としますが（）書きの分
　　　　　　　割払可能。

囹申　込　み　●受付開始％、締切％（定員にな『）次第締切ります。）

　　　　　　　●受講申込みは、勤労青少年ホーム事務室に備えつけの申込
　　　　　　　　書に記入し、提出してください。（継続する人も申込みは必要）

囹開　講　式　％（幻午後6時30分～。申込み者は全員出席してください。

囹問い合わせ　十日町市勤労青少年ホーム（学校町a7－8918番）

人
命
救
助
で
く
蔽
棚
肛
靴
撰
川
治
励
四
年
▽
を
表
彰

　
昨
年
の
十
一
月
二
十
二
日
午
後
四

時
五
十
分
頃
、
市
内
千
歳
町
一
丁
目

で
、
雪
囲
い
中
に
側
溝
に
転
落
、
約

二
時
間
も
身
動
き
出
来
ず
に
う
つ
伏

に
な
っ
て
倒
れ
て
い
た
福
崎
三
義
さ

ん
（
七
十
一
才
）
を
、
川
治
小
学
校

四
年
の
茂
野
正
光
君
と
高
橋
信
幸
君

が
見
つ
け
直
ち
に
消
防
等
に
通
報
し

十
日
町
病
院
に
収
容
、
無
事
救
助
し

ま
し
た
。

　
三
月
三
日
午
後
、
十
日
町
警
察
署

に
お
い
て
、
こ
の
人
命
救
助
の
功
労

の
あ
っ
た
二
入
を
十
日
町
警
察
署
長

十
日
町
市
長
連
名
で
表
彰
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

璽
　　　』

　　■　　　　r1，’

正光君（左）と高橋信幸君（右

“
青
少
年
ホ
ー
ム
”
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
攣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献
吻

　
通
い
始
め
て
早
や
五
年
。
自
分
の

家
の
別
荘
み
た
い
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
こ
こ
に
居

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
素
晴
ら
し
い

こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
な

も
っ
と
広
い
場
所
が
あ
っ
た
ら
良
い

な
っ
て
思
う
こ
と
し
ば
し
。

岡野忍さん
　（自営業）

　～25才～

　
ギ
タ
ー
と
カ
ラ
オ
ヶ
研
究
会
に
所

属
。
四
年
目
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
ん

な
職
業
の
人
と
広
く
知
り
合
い
に
な

れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。
た
だ
年
間

の
い
ろ
ん
な
行
事
に
保
守
的
（
ホ
ー

ム
の
伝
統
的
）
行
事
が
多
い
こ
と
は

少
し
残
念
な
こ
と
。

保坂久代さん
　（買継商勤務）

　～22才～

　
花
道
講
座
に
入
っ
て
以
来
四
年
目

で
す
。
花
に
心
を
表
現
す
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
ね
。
茶
道
も

や
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
る

同
世
代
の
人
達
と
、
何
ん
と
な
く
友

達
に
な
り
易
い
零
囲
気
が
あ
る
こ
と

は
確
か
な
様
で
す
。

樋口正州さん
（織物会社勤務）

　～23才～

　
ギ
タ
ー
の
同
好
会
で
毎
週
二
～
三

日
通
っ
て
い
ま
す
。
　
一
年
近
く
に
な

り
ま
す
が
、
仲
間
も
多
く
で
き
る
こ

と
、
発
表
の
機
会
が
も
て
る
こ
と
、

夜
遅
く
ま
で
練
習
で
き
る
こ
と
な
ど

多
く
の
良
さ
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が

ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大渕敦子さん

（信用組合勤務）

　～20才～

　
料
理
講
座
に
通
っ
て
来
た
の
が
最

初
で
、
二
年
間
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
同
じ
世
代
の
人
が
多
く
、

料
理
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん

な
話
が
で
き
て
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

料
理
講
座
は
手
軽
る
に
出
来
る
メ
ニ

ュ
ー
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
家
で
も

よ
く
料
理
を
し
て
い
ま
す
。

一
馨
繕
毅
離
繍
蕪

『
ー
～
ー
ー
！
！
ー
ー
ー
ー
ー
！
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
ー
！
！
ー
一

口
。・

　
ズ
～
　
一
酪
　
ん

ロ
　
リ
　
N
　
　
さ

。
　
シ
　
　
　
ツ

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

目
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
田
．
、

OO
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
鑛

O　　
　
　
　
　
　
　
　
座
灘

O　　
　
　
　
　
　
　
　
新

OOOOO。
皿
機
織
り

O㎜
　
　
ひ
と
す
じ
に

O　
　
滝
文
さ
ん
に
入
社
し
た
ん
が
昭
和

　
十
二
年
。
下
仕
事
を
一
年
間
し
て
た

O㎝
ん
だ
ん
が
、
織
り
は
じ
め
た
ん
が
十

　
三
年
か
ら
、
も
う
四
十
年
以
上
も
機

9
・・

織
り
を
し
て
る
て
の
。
会
社
に
入
っ

O。た
項
織
っ
て
た
ん
が
三
幅
の
白
生
地
。

　
＋
五
年
に
七
・
七
禁
令
が
で
て
、
ぜ

O＝㎜
い
た
く
品
は
駄
目
だ
て
や
ん
で
、
十

鋤
日
町
で
も
金
糸
や
銀
糸
へ
う
る
し
糸

叩
を
使
っ
た
製
品
は
織
ら
ん
な
く
な
っ

Oq
て
し
ま
っ
た
。
戦
時
中
は
、
工
場
も

。
軍
需
工
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
三

。
　
　
・
　
　
　
　
・

。・

、
・
、
リ
　
四
ミ
リ
　
五
ミ
リ
の
ナ
ッ
ト

O　
を
作
っ
て
い
た
。
頭
か
ら
油
だ
ら
け

旧
に
な
っ
て
、
良
い
石
け
ん
な
ん
か
ね

。
　
　
　
　
、

。・

ん
だ
ん
が
い
っ
そ
落
ち
な
く
て
の
。

O　
　
戦
後
は
、
風
通
織
や
お
召
を
織
っ

け

　
て
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
は
紬
緋
ば

。
　
》
。

訓
、
っ
力
　
十
五
年
以
上
に
な
る
ん
だ
ん

に

皿
が
、
月
に
十
六
・
七
反
と
し
て
年
に

　
二
百
反
、
も
う
か
れ
こ
れ
三
千
反
も

貯
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
』

⊂＝＝＝⊃OO⊂＝＝＝⊃OO⊂＝＝＝⊃OO⊂＝＝＝⊃00⊂＝＝＝＝》OO⊂＝＝＝》OO⊂＝＝＝⊃O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

織
っ
た
ろ
か
の
。
　
　
　
　
　
　
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
機
を
織
っ
て
い
て
一
番
の
楽
し
み
㎝

は
、
一
つ
一
つ
の
柄
が
キ
チ
ン
と
決
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

っ
て
一
反
が
織
り
あ
が
っ
た
時
。
手
　

か
げ
ん
一
つ
で
一
ミ
リ
違
っ
て
も
み
。

ん
な
狂
っ
て
く
る
す
け
の
ー
。
織
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

よ
い
タ
マ
ほ
ど
良
い
や
ん
が
で
き
る
　

の
。
機
の
下
ご
し
ら
え
の
悪
い
の
は
。

織
り
ず
ら
く
て
製
品
に
な
っ
て
も
良
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

い
や
ん
が
で
き
ね
。
そ
い
で
も
、
仕
ハ

上
が
り
は
織
子
の
責
任
だ
ん
が
の
。
。

　
最
近
は
、
誕
生
色
の
紬
緋
も
時
々
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

手
が
け
る
ぜ
の
。
会
社
の
研
修
会
や
ハ

求
評
会
に
行
っ
て
、
製
品
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

の
を
み
る
と
　
自
分
の
機
場
で
織
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

あ
が
っ
た
の
を
み
て
ひ
ん
弱
だ
な
と
　

思
う
ど
も
、
仕
上
げ
を
す
る
と
ほ
れ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ぼ
れ
す
る
ん
が
の
。
　
　
　
　
　
　
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
眼
鏡
を
か
け
な
く
て
も
ま
だ
織
れ
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

る
し
、
内
孫
も
ま
だ
い
ね
ん
だ
ん
が
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

も
う
す
こ
し
機
の
お
も
り
を
し
て
る
　

て
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

（
※
田
村
さ
ん
は
四
十
余
年
の
機
織
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

り
の
功
績
に
よ
り
、
三
月
三
十
一
日
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

産
業
功
労
で
市
民
ほ
う
賞
を
受
け
る
）
。
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§
ミ

、
、
寸

　
※
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

所
有
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
な
ど
の
廃

車
手
続
き
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
手
続
き
を
し
な
い
と
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
お
早
目
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
体
が
紛
失
、
廃
き
、
盗

難
な
ど
の
理
由
で
な
く
な
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
※
所
有
者
の
住
所
や
氏
名
が
変
っ

た
り
、
車
体
が
変
っ
た
り
し
た
場
合

に
も
、
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
未
届
け
の
場
合
に
は
、
譲
渡
や
車

検
、
自
賠
責
保
険
な
ど
に
支
障
が
出

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
し
、

買
い
替
え
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。
申
告
手
続
き
を
、
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
届
出
場
所

　
。
原
付
バ
イ
ク
（
百
二
十
五
㏄
以

下
）
・
農
作
業
用
車
輔
、
・
小
型
特

殊
自
動
車
…
…
…
市
役
所
税
務
課
。

　
・
軽
二
輪
車
（
二
百
五
十
㏄
以
下
）

・
小
型
二
輪
車
（
二
百
五
十
㏄
を
超

え
る
も
の
）
・
軽
四
輪
車
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
陸
運
事
務
所
。

農
業
用
軽
油
の
免
税
証
を
交
付

斗　

ぢ
　
ル
　
　
ダ
ノ
ず
ノ
グ

凌
中
、
．
勲

％
、
携
橘

』
ん
ψ
ノ
“

．
て
傷

．
　
寒

　
　
　
　
！
Z

　
　
え
び

紘
ワ

　
　
イ

　
　
　
　
　
眠
、
、
ト
θ

謀
把
窪
　
　
＼
…

罫し

の
？
・
跳
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
系
多

ざ
無
禦
う
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

蜘
／
　
　
ノ
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
3

　
“
　
　
、

訊
険
。
．
・
㌔
／

乏亥漏

　輝

　
、
）
弓
、
蔵
　
　
’
づ

4
．
．
．
¢

し
あ
ん
　
　
　
　
～

　
蓼
　
　
1
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
レ
マ
ね
し
曳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
，
在
3
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
夜
中
し
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
き
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゼ
よ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ィ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笏

ノ
　
、

ノ

，
ラ
嶽

　
　
チ
ノ

そ

4
な
G
へ
島
ゆ
．

翌
朝
…
“
￥
切
ノ
磨

．
薄
鵡

　
　
　
翻
デ
）
穆
．
、

蓄

3
パ

　
　
イ
v
ジ

　
ヤ
つ
り
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
ミ

　
　
、
　
’
ノ
∠
，
　
　
　
　
　
　
　
，
・
／

／
　
．
“
叡
》
　
　
℃
u
』
η
．

　
　
　
ず
ヌ
　
　
　
　
　
　
も

囎
融
勘
勘
勘

－
ψ
グ
（
　
　
い
．

　
農
業
用
軽
油
に
か
か
る
免
税
証
の

交
付
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
、
該
当
さ
れ
る
人
は
忘
れ
ず
に
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
交
付
を
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交
付
日
時
　
三
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時

会
場
　
十
日
町
財
務
事
務
所
（
妻
有

　
　
　
町
西
、
総
合
庁
舎
内
）

必
要
書
類
　
①
印
鑑
（
共
同
申
請
の

場
合
は
全
員
の
印
鑑
）
②
免
税
軽
油
、

使
用
者
証
③
耕
作
面
積
証
明
書
（
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
一

　
　
健
康
診
査
の
日
程
及
び
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
三
月
二
十
六
日
（
土
）
　
　
溜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
正
午
か
ら
午
後
二
時
ま
で
｝
一

会
場
　
新
潟
市
西
保
健
所
　
　
　
　
皿
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
㎝

申
込
み
　
三
月
二
十
二
日
（
火
）
ま
で
．
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
市
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
智
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

七
ー
一
二
二
一
番
内
線
二
二
七
）
へ
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
…

業
委
員
会
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

い
）
④
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有

証
明
、
借
用
証
明
）
ま
た
は
、
納
品

書
の
写
し
（
機
械
の
製
作
所
名
、
名

称
、
型
式
、
馬
力
、
燃
料
消
費
量
な

ど
を
記
入
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

カ
タ
ロ
グ
な
ど
）

そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財
務

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
せ

も
同
事
務
所
（
奮
七
－
五
一
一
一
番

内
線
二
〇
五
）
へ
。

　
　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
十
日
町
地
区
同
盟
青
婦
会
議
、

四
万
七
千
円
、
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
、

四
千
三
百
四
十
円
、
▼
ニ
ツ
屋
嫁
の

会
　
四
百
円
、
▼
太
田
島
老
人
ク
ラ

ブ
　
ニ
千
三
百
円
、
▼
参
親
笑
和
会

千
円
、
▼
ひ
ろ
お
客
様
一
同
　
六
千

三
百
六
十
八
円
、
▼
内
藤
直
義
（
椌

木
）
千
円
、
▼
市
役
所
雪
像
づ
く
り

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
　
千
九
百
六

十
三
円
、
▼
高
田
町
一
丁
目
有
志

八
千
五
百
八
十
円
、
▼
十
交
タ
ク
シ

1
従
業
員
一
同
　
三
千
円
、
▼
御
嶽

教
妻
有
教
会
　
二
千
三
百
四
十
円
、

亨
市
役
所
総
務
課
　
三
千
七
百
四
十

五
円
、
▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
）

五
千
円
、
▼
馬
場
　
五
百
円
。

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
十
六
日
㈲
、
午
前
九
時
～

午
後
一
時
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
の

全
部
、
▼
三
月
二
十
二
日
㈹
、
正
午

～
午
後
四
時
、
稲
荷
町
三
丁
目
本
通

り
、
稲
荷
町
三
ノ
北
、
稲
荷
町
四
、

本
町
四
、
本
町
五
、
田
中
町
東
、
田

華驚iiiii…垂翻謬l　i塁塵

　山菜いなり
材料（5人前）
油揚………一・一10枚こごみ…150g醤油…C1と大2
米一・………・……5合紅生姜……少々みりん……大2
山ごぼう（味噌漬）409油揚の煮汁　　合せ酢
しその実（塩漬）15g水………C3壱酢…………40cc
菊の花……………少々中ざら…250g砂糖………大1
麻の実……………少々水あめ……15g塩…………小1
調理法
①油揚を二つに切って開き油ぬきしてぬるま湯で3回
　位洗ってしぼり、油揚の煮汁を煮たたせた中に入れ
　て（15分位弱火）で煮る。そのまま一晩煮汁につけ
　ておく。翌日また火にかけて10分位煮る。ざるにあげ
　て汁をしぼらないでそのままにしておく。
②山ごぽうやこごみを小さく刻んでおく。
③ご飯は砂糖少々、酒少々入れて固めに炊いて、合せ
　酢を煮立ててその上にかけて②の材料としその実、
　麻の実を入れて全体をしゃもじで切るようにまぜ合
　せる。
④油揚の中につめて紅生姜、菊の花を上に飾る。

　　ぜんまいの白和え
　材　料
　干ぜんまい……………25g　　塩……………小1
　つきこんにゃく……100g　　だし汁………大5
　にんじん………………60g　　醤油…………大1
　豆腐…・・……………・250g衣
　白胡麻…………・・……・大3　　砂糖…………大1
　砂糖………・・………・…大2　　塩……………小麦
調王里法

①干しぜんまいは水から入れて煮立ったら火を止め、
　そのまま一晩おいてもどし、よくもみながら水をか
　えておく。
②にんじんは短冊に切りつきこんにゃくはゆでておく。
③豆腐はさっとゆでてざるにあげ水を切っておく。
④①と②をだし汁と調味料で味付してさましておく。
⑤胡麻を妙って油の出るまですり③の豆腐を加えて更
　によくすり、砂糖、塩で味付し④を和えて味をとと
　のえる。

　　　　　　　　（郷土料理研究会　いろり会）

中
町
西
、
本
町
六
ノ
ニ
、
上
川
町
の

各
一
部
、
稲
荷
町
一
、
稲
荷
町
二
、

稲
荷
町
三
ノ
東
、
稲
荷
町
三
ノ
南
、

丸
山
町
、
昭
和
町
四
、
旭
町
、
田
中
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

町
本
通
り
の
全
部
、
▼
三
月
二
十
五
）

日
㈹
、
午
前
九
時
－
午
後
醇
、
新
払

座
第
二
、
新
座
第
四
、
四
日
町
新
田

第
二
、
四
日
町
新
田
第
三
の
各
一
部
、

新
座
第
三
、
本
町
七
ノ
一
、
本
町
七

ノ
ニ
、
三
和
町
の
全
部
、
▼
三
月
二

十
六
日
ω
、
午
前
九
時
～
午
前
十
一

時
、
本
町
一
丁
目
下
、
本
町
西
一
、

本台帳人口49，455人（2月1日現在）

　
　
筋
肉
内
注
射
を
受
け
た
人
で
　
大

｝
皿
腿
部
に
皮
膚
の
へ
こ
み
や
皮
下
に
し

『
り
が
あ
藤
が
＋
分
に
曲
が
髪

〒
、
　
　
　
　
　
、
、

2
㌧
　
よ
く
し
ゃ
が
め
な
㌧
　
ま
た
は

｝
一

｝
皿
肩
の
動
き
が
悪
い
人
な
ど
を
対
象
に

｝
…
し
た
検
査
で
す
（
交
通
事
故
、
先
天

思
性
股
関
節
脱
臼
の
人
は
除
き
ま
す
）

23，906人・女25，02

即
鯉
疑
髄
襲
鱒
聾
鱒
凶
』
騎
闘
鯉
餉
闘
図
聾
髄
鱒
闘
鱈
餉
鯉
餉
鯉
夢
．
鱈
距
鋪
N
髄
鱒
9
1
鯉
闘
』

』

㎜
㎜
大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症
健
康
診
査

｝
皿

｝
…
県
で
は
次
の
日
程
で
大
腿
四
頭
筋

留
拘
縮
症
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

r
聾
餉
鯉
畦
”
鯉
鱒
餉
鯉
　
～
肖
”
闘
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一
般
質
問
の
行
わ
れ
た
八
日
に
は
、
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青
年
会
議
所
の
会
員
が
大
挙
し
て
傍
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に
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め
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け
「
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ォ
ッ
チ
・
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今
年
は
選
挙
の
年
。
市
民
参
加
の
世

原
点
は
、
投
票
権
を
行
使
し
て
自
分
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勢

た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
こ
と
．
市
民
の
市

権
利
を
有
効
に
行
使
し
ま
し
ょ
う
。
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